
※不足額（約３６億円）
不足分については、減価償却費な
どで積み立てた資金で補います。

令和７年度予算（下水道事業会計）を見てみよう！

令和７年５月１日号
経営企画課

電話２３７－５８０１ FAX２３７－５８１９

津市の下水道事業をもっと知っていただくために、下水道事業の現状や課題、経営状況をシリーズでお伝え
しています。今回は下水道事業会計の令和７年度予算及び主な事業を中心に見ていきます。

下水道使用料
約２９億円

長期前受金戻入
約４１億円

その他
約５億円

汚水・雨水処理の費用
約４２億円

その他
約１３億円

減価償却費
約６３億円

純利益
約１５億円

収
入

支
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借入金
約５２億円

補助金
約３４億円

汚水整備事業
約２４億円

その他
約５億円

雨水対策事業
約４１億円

借入金の返済
約５３億円

収
入
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一般会計からの繰入金
約５８億円

その他
約１億円

うち基準外繰入金
約１７億円

※１ 約１５億円の利益が生じていますが、これは現金収入のない長期前受金戻入（約４1億円）によるものです

令和７年度の主な事業（下水道事業会計）

※１

収益的収支

資本的収支

汚水整備事業 約２４億円

公共下水道の整備工事
・津地域（渋見町、観音寺町、大谷町）の一部
・河芸地域（河芸町上野、河芸町西千里）の一部
・芸濃地域（芸濃町椋本）の一部
・安濃地域（安濃町安濃、安濃町清水）の一部
・白山地域（白山町川口）の一部 など

下水道管更生工事（耐震化）
・高洲東丸之内幹線の下水道管更生工事
・大門及び東丸之内地区の下水道管更生工事

収入・・・約８７億円 支出・・・約１２３億円

収入・・・約１３３億円 支出・・・約１１８億円

下水道管更生工事の様子（工法の一例）

完成表面部材組付作業かん合部材組付鋼製リング組み立施工前の下水道管

下水道だより
未来に引き継ぐ下水道 vol. ２４

昨年度、下水道管の緊急点検を行いまし
たが、陥没につながるような箇所はあり
ませんでした。１箇所、管の腐食が見ら
れましたが、既に修繕を行いました。

地震発生時に管渠の抜出しを防ぐ対策を
行いながら、下水道整備エリアを広げて
います。
令和９年度までの整備予定地域は右の
QRコードよりホームページで確認でき
ます。

令和７年度予算の詳細は、右の
QRコードより市ホームページ
の予算書をご覧ください。



雨水対策事業 約４１億円

雨水幹線築造工事
・藤方第２雨水幹線築造工事
・半田川田第１、第２雨水幹線築造工事

電気設備、ポンプ設備工事
・白塚新町ポンプ場設備改築工事
・桜橋ポンプ場ポンプ設備改築工事 など

浸水被害を最小限にするため、雨水幹線の築
造だけでなく、ポンプ場の設備なども改築を
進めています。

下水道が利用できるようになった日から３年以内に、排水設備工事
を行っていただきますようお願いします。
工事についての詳細は、下水道工務課までお問い合わせください。

【問い合わせ】下水道工務課維持管理担当 TEL２３９-１０３６ FAX２３９-１０３７ 日本下水道協会
マスコットキャラクター

スイスイ

シールド工法略図

藤方第２雨水幹線築造工事
（R４～８年度）

半田川田第１雨水幹線築造工事（Ｒ４～７年度）
第２雨水幹線築造工事（Ｒ６～８年度）

築造中の藤方第２雨水幹線の内部 築造中の半田川田第１雨水幹線の内部

藤方第二雨水幹線築造工事の掘進機

【シールド工法概略図】
出典：国土交通省中部地方整備局
https://www.cbr .mlit.go.jp/joho_
box/kyoudou/kyoukouzo.html

国道２３号

ボートレース津

Ｒ８年度完成予定
・シールド工法
・内径３.４ｍ
・延長１,５１７ｍ

津工業高校

修成小学校

近鉄名古屋線

ＪＲ紀勢本線

第１：Ｒ７年度完成予定
・シールド工法、推進工法
・内径１.２～２.８m
・延長１,４１０ｍ

第２：Ｒ８年度完成予定
・シールド工法
・内径２.０m
・延長５６４ｍ

施工済

※１ 除塵機とは、ポンプが壊れないように水路から流木やごみなどを除去する装置

白塚新町ポンプ場の改築予定の除塵機 桜橋ポンプ場の改築予定のポンプ※１


